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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
川
の
岸
辺
を
歩
く
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
７
６
Ｍ

【
作
者
名
】

　
有
賀
　
神
六

【
あ
ら
す
じ
】

　
夢
、
妄
想
か
、
光
大
理
は
、
御
親
の
大
神
と
出
会
い
再
会
を
約
束
し
た
。
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気
が
付
く
と
ビ
ル
の
中
に
い
た
。
廊
下
を
歩
き
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
向
か
う
。

　
扉
が
開
き
中
に
入
る
。

　
扉
を
閉
じ
る
上
を
見
る
と
１
０
０
階
の
表
示
が
見
え
る
。

　
ガ
ク
ン
と
音
が
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
下
っ
て
い
く
。
１
０
０
、
９
９
、

９
８
、
９
７
、

下
の
階
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
８
０
、
７
９
、
７
８
、
７
７

ど
ん
ど
ん
、
下
に
向
か
っ
て
い
る
。
５
０
、
４
９
、
４
８
、
４
７
、
４
６

更
に
下
に
３
０
、
２
９
、
２
８
、
２
７
、
２
６
、
２
５
、
２
４
、
２
３
、
２
２
、

２
１

　
１
０
、
９
、
８
、
７
、
６
、
５
、
４
、
３
、
２
、
１

　
　
チ
ー
ン
扉
が
開
い
た
。
目
前
に
は
、
緑
の
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
　
扉
か
ら
、
外
に
出
る
。
少
し
行
く
と
小
川
が
流
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
水
の

流
れ
る
音
が
聞
こ
え
る
。

　
　
音
の
方
に
向
か
う
、
川
が
見
え
た
。

　
　
小
川
の
よ
う
だ
上
流
は
、
蛇
行
し
て
い
る
よ
う
で
右
の
方
に
曲
が
っ
て
い

る
。

　
　
私
は
、
川
に
沿
っ
て
上
流
の
方
に
向
か
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
川
を
遡
り
少
し
行
く
と
曲
が
り
角
に
一
人
の
白
髪
白
衣
の
老
人
が
杖
を
突

い
て
立
っ
て
い
た
。

　
　

　
　
『
こ
ん
に
ち
は
』
私
が
挨
拶
す
る
と

　
　
老
人
は
、
笑
顔
で
応
え
た
。

　
　
『
良
く
来
た
我
が
子
孫
よ
。
』

　
　
『
私
は
、
光
大
理
と
申
し
ま
す
。
貴
方
様
の
御
名
前
を
お
伺
い
し
て
よ
ろ
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し
い
で
し
ょ
う
か
？
』
と
私
。

　
　
『
本
来
、
我
に
名
前
は
、
な
い
が
、
便
宜
上
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
と
呼
ぶ
が
良

い
、
又
は
、
お
前
の
国
の
言
葉
で
御
親
の
神
で
も
良
い
が
ね
。
』
白
髪
の
老
人

は
、
応
え
た
。

　
　
『
こ
の
度
は
、
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ａ
様
の
縁
で
こ
の
地
で
の
面
会
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
』

　
　
『
し
か
と
、
言
葉
で
願
望
を
申
せ
そ
れ
が
汝
の
力
と
な
る
。
』

　
　
『
今
ま
で
、
そ
し
て
今
後
も
お
守
り
戴
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
親
の
大
神
様
。
そ
し
て
、
い
ま
ま
で
の
貴
方
様
に
対
す
る
御
不
敬
を
お
詫
び

し
ま
す
。
お
許
し
下
さ
い
。
』

　
　
『
付
き
ま
し
て
は
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
の
豊
か
さ
と
自
信
を

我
、
光
大
理
は
、
手
に
入
れ
た
く
、
我
、
直
霊
た
る
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
と
融
和

と
自
信
を
取
り
戻
す
た
め
の
光
を
ご
提
示
願
い
た
い
の
で
す
が
、
、
』

　
『
し
か
と
受
け
給
っ
た
、
汝
の
一
霊
四
魂
に
光
の
ご
加
護
と
先
日
手
に
入
れ

て
い
る
シ
ト
リ
ン
に
力
を
授
け
よ
う
』

　
『
こ
の
力
を
持
っ
て
、
自
己
の
自
信
を
増
し
益
々
の
神
仏
開
運
業
に
務
め
る

が
良
い
ぞ
！
！
』

　
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
我
、
御
親
の
大
神
様
の
益
々
の
御
開
運
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。
』

　
『
又
、
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
助
言
、
ご
助
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

』　
『
元
の
御
蔵
に
お
戻
り
く
だ
さ
い
。
必
要
な
時
、
又
、
こ
の
場
で
お
目
通
り

を
お
願
い
し
ま
す
。
』

　
そ
う
私
が
言
う
と
周
り
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
焚
か
れ
た
よ
う
に
一
気
に
ま
ぶ
し
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く
輝
い
た
。

　
気
が
付
く
と
私
は
、
布
団
で
起
き
た
。
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（
後
書
き
）

妄
想
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

川の岸辺を歩く。
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